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体制図

■長野市 ：CO2排出量見える化補助金事業
■長野商工会議所：長野商工会議所各委員会・部会への展開／各企業・団体と連携した推進役/商工会議所会員企業等の地域のステークホルダーの合意形成
■長野地域脱炭素実現推進協議会事務局（長野地域脱炭素推進BOARD）

・ 株式会社守谷商会：プロジェクトの計画実施における総括責任者、関係機関との連携調整担当／地中熱・地下水熱（未利用熱）エネルギー情報提供
・ 東京海上日動火災保険株式会社：脱炭素推進における情報提供・セミナー企画／気候変動リスク（移行リスク・物理的リスク）定量評価支援

参画企業様との脱炭素経営・GX推進に関する対話（エンゲージメント）担当
・ 株式会社TOSYS：プロジェクトにおけるDX関係担当
・ ライフライン長野株式会社：各種再生可能エネルギーのご紹介
・ ソーシャルデザインセンター：情報発信・広報担当並びに長野地域脱炭素実現推進協議会担当
・ ホクト株式会社：脱炭素推進先行企業のリード・課題集約担当

■信州大学 ： 工学の分野から脱炭素の技術革新等の側面より協議会を支援 ■長野県立大学 ： 社会問題の解決等の側面より協議会を支援
■長野市地球温暖化防止活動推進センター ： CO2排出量見える化補助金事業支援
■e-dash株式会社・株式会社ゼロボード・：GHG排出量算定可視化クラウドサービス提供

各関係組織の役割

＜脱炭素推進主体＞

長野地域脱炭素実現推進協議会

＜自治体・各企業への連携機関＞

長野商工会議所

脱炭素経営推進
CO2排出量見える化実施

＜長野市＞
長野市役所 内関係部

環境部

経済産業振興部

＜専門機関/技術・学校教育連携＞

国立大学法人 信州大学
公立大学法人長野県立大学

<連携＞

長野市地球温暖化
防止活動推進センター

＜運営・推進事務局＞

長野地域脱炭素推進BOARD
長野地域脱炭素実現推進協議会への具体的なソリューション提供

CO2排出量可視化クラウドサービスの提供

＜支援機関/金融機関連携＞

八十二銀行

・ 役員一覧
（ 令 和 ７ 年 ７ 月 時 点 ）

長野市に所在する複数の民間企業が推進事務局の役割を担い
「産学官金」が連携した地域脱炭素推進のための体制にて運営を実施

2 0 2 4 年 度 環 境 省 ・ 地 域 ぐ る み で の 脱 炭 素 経 営 支 援 体 制 構 築 支 援 事 業 で の 体 制
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令和7年度 長野地域脱炭素実現推進協議会 体制図

役職名 氏　　名 所　属 所属先役職

会　長 水野 雅義 長野商工会議所 会頭

副会長 中村　誠
株式会社

八十二銀行
取締役

専務執行役員
※現　株式会社
　　　　八十二長野銀行

副会長 天野 良彦
国立大学

法人信州大学
ARG機構特任教授

名誉教授

理　事 高村 秀紀
国立大学法人

信州大学工学部
建築学科　教授

理　事 伊藤 由郁紀
株式会社
守谷商会

代表取締役社長

理　事 関口 泰久
東京海上日動火災保険

株式会社
執行役員

長野支店長

理　事 笠井 澄人
株式会社
ＴＯＳＹＳ

代表取締役社長

理　事 松橋 達生
ライフライン長野

株式会社
代表取締役社長

理　事 岡田　義彦
有限責任事業組合

ソーシャルデザインセンター 代表

監　事 徳武 高久 長野商工会議所 専務理事

監　事 齋藤　明雄
一般社団法人

長野県環境保全協会
専務理事



長野地域脱炭素実現協議会が

実現したいこと



長野の地域の価値向上
＆

長野の企業の価値向上



若い世代に

長野に

戻ってきてほしい、

長野で

就職してほしい
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CO2排出量可視化クラウドサービスについては
以下の2社の企業のサービスよりご選択を頂いております。

・ CO2排出量実態把握対象 ： Scope１ ・ Scope２

長野地域脱炭素実現推進協議会でのプロジェクトが目指すもの
（2023年8月設立時）
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• 2024年７月１日に長野市は「環境省・地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築事業」において全国10都市の一つとして採択

されました。

• 2025年5月19日に公表された 環境省 「地域ぐるみでの支援体制構築ガイドブック（令和６年度版）

～地域で脱炭素経営を推進する意義～ 」では、“ 民間企業主導の組織の特性が組織機動力

や課題解決の方法に影響（長野市） ”として紹介されております。

環境省・地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築事業に“採択”される

資料掲載先 環境省 「地域ぐるみでの支援体制構築ガイドブック（令和６年度版）～地域で脱炭素経営を推進する意義～ 」

https://www.env.go.jp/press/press_04924.html



9

長野市の地域脱炭素推進「価値創造ストーリー」
「環境を良くして、収益も上がる」GXへ
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「 脱 炭 素 推 進 」 は

＝ 地 球 温 暖 化 対 策 、 気 候 変 動 問 題 対 策 、 C O 2 削 減

だけではない

「 脱 炭 素 推 進 」 は

＝ イ ノ ベーシ ョ ン創出 、 組織活性化、
社会課題解決、 働きやすい職場 、
働き甲斐のある仕事 、 ウ ェ ル ビーイ ン グ 、
成長性の実現、 ビ ジ ネス モ デ ル変革、
収益性の向上 な どの

グ リー ン ト ラ ン ス フ ォ ー メーシ ョ ン
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なぜ企業が脱炭素推進に取り組むのか ー企業価値を最大化する脱炭素経営ー

収益を生んでくれる施策
デジタル活用

自社の価値が
伝わりやすい

他社が自社の技術や
サービスを求める機会が
増える

働きやすい職場
社員のモチベーション向上
強い組織

地域貢献だけには
とどまらない
応援される会社

若者が働いてみたいと
思える会社
仲間になりたいと
思える会社

© 2025 Tokio Marine&Nichido Fire Insurance Co.,LtdNobuhiroTahara
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自 社

ビ ジ ネ ス

へ の影響

チャンス
✓ 新産業創出

✓ カーボンニュートラル

産業への参入

✓ 販路拡大

大きな影響がない

リスク
✓ 事業再構築

✓ 事業多角化

GHG

（CO２）

排出量の

把握

Scope１

Scope２

✓ 省エネ

✓ 燃料転換 ・ 電化

✓ 熱利用一部転換

✓ 再エネ導入

✓ クレジット活用

Scope３
✓ 低炭素製品・ サービス供給

✓ LCA・カーボンフットプリント

✓ 廃棄物の資源化

経 営 戦 略 の 脱 炭 素 化 事 業 活 動 の 脱 炭 素 化

出典：カーボンニュートラルと地域企業の対応 ＜事業環境の変化と取組の方向性＞ 令和5年12月 関東経済産業局 より 東京海上日動にて整理 ・「熱利用への一部転換」を追加
https://www.kanto.meti.go.jp/seisaku/ene_koho/ondanka/data/kantocn_guidance.pdf

・地域企業における取組イメージ

企業の脱炭素経営推進には、「経営戦略の脱炭素化」と「事業活動の脱炭素化」の２つの軸での推進が重要となります。
カーボンニュートラルがゴールではなく、脱炭素経営によって企業価値を向上していくことが目的となります。

しなければならない領域
イノベーション創出・ビジネスモデル変革

マーケット拡大が起こる領域

「経営戦略」の脱炭素化と「事業活動」の脱炭素化の考え方



「経営戦略」としての脱炭素化支援
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脱炭素経営視点での人材採用・人材育成が会社を強くする
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学生が考える「良い企業」「良い地域」
を通じて “教育”“価値観”を知ることで

脱炭素経営推進による 採用力強化 を
考える機会としました。

（2024年度）経営戦略としての「脱炭素推進」が
採用に好影響をもたらす企業価値向上セミナー・ワークショップ開催
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• 昨年度の人事採用責任者向けGXセミナー・ワークショップをさらにバージョンアップ。
• 昨年度までの“脱炭素経営が部門を超えて浸透しない・従業員に浸透しない”という

課題に対する解決策の一つとして、 今年度は若手社員も参加してのセミナー・
ワークショップを開催。

（2025年度）５回に亘る人事採用責任者向けGXセミナー・ワークショップを開催
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• セミナー・ワークショップでは、 人事採用責任者同士・若手社員同士および人事
採用責任者＆若手社員でのディスカッションを実施。

• それぞれの思考行動特性傾向を共有するとともにお互いの話し合いから
“自社ならではの価値”を改めてともに考える機会を創った。

人事採用責任者と若手社員参加によって改めて認識できた「自社ならではの価値」
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GXを価値として伝えたことが新卒採用に好影響を与えた企業の事例【株式会社コヤマ様】

• 過去2か年新卒採用０名・インターンシップ参加者０名 新卒採用内定者7名・インターンシップ参加者11名を実現

• 協議会セミナーでの「サーキュラーエコノミー」「現代の学生の価値観」「参加した学生からの生の声」がきっかけ

• 自社の魅力を再確認する機会となり、若手社員中心でプロジェクトを創り上げたことで組織活性化にも繋がっている



「事業活動」としての脱炭素化支援
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CO2排出量削減に繋がる「アクセルトレーニング」

「発進時、時速20キロに到達するまで5秒かける」というアクセル操作を習慣化に導く

まず
は

1秒 2秒
3秒 4秒

START

つぎ
に

そし
て

がんばろ
う 成功

！

燃費11％改善

停車

停車しているので、

発進動作に

集中できる

（トレーニング可能）

アクセル

（発進のみ）

走行中

走行中のため、

同時に複数の

状況判断が必要

（トレーニング困難）

アクセル

（スピード調整）

ブレーキ

ハンドル操作
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アクセルトレーニングはアクセル操作を改善、習慣化することで、CO2排出量の削減を実現できます。

その結果、ガソリン消費量の抑制による燃費向上＝ガソリン代削減さらには自動車事故の削減に繋げることができます。

ゼロカーボンシティ実現への貢献、地域社会全体の意識向上・環境保全に繋げることが出来ます。

CO2排出量削減

CO2排出量が低減され、会社

全体としての脱炭素の取り組み

の第一歩になります。

地域内でのプレゼンスアップや

SCOPE3対策にもつなげること

ができます。

ガソリン費用の削減

アクセルトレーニングに取り組

むことで、約11％の燃費改善効

果が見込まれ、ガソリン費用の

削減に繋がります。車両を多く

保有する企業にとって大きなコ

スト削減に繋がります。

「アクセルトレーニング」にて実現できること

自動車事故の削減

ドライバーの運転習慣が変わる

ことで、自動車事故の発生件数

や事故による損害額が少なくな

ります。修理費用や自動車保険

料等も少なくなるため、企業と

しての費用負担も少なくなりま

す。
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特別な知識や技術は不要。

運転経験など社員の属性

に関わらず全員が実践可

能なトレーニングです。

極めてシンプル

誰でもできる

P O I N T  1

アクセルトレーニングは 多額の投資をせずにCO2を削減できる体験型の脱炭素施策です。

発進時のアクセル操作のみを集中的にトレーニングし、踏み込み方を習慣化します。

習慣化される体験型の取り組みであるため、「行動変容」が促されます。

成果が数値として表れるの

で確かな手応えが得られま

す。アクセル操作の点数が

上がると連動して燃費も改

善します。

成果が見える

点数化

P O I N T  2

体に覚え込ませることにより

「習慣化」を強力に促進し

ます。一度身につくと後戻り

することなく成果を持続する

ことができます。

持続性が高い

P O I N T  3

アクセルトレーニングにより

急発進が減り自然と車間

距離が空き、余裕が生ま

れ「考える実践トレーニン

グ」に繋がります。

車間距離が空く

P O I N T  4

多額の投資をせずに具体的な脱炭素の取り組みを開始できるメリット



2025NAGANO GX solution

長野地域脱炭素協議会では、脱炭素・G Xを通じた

地域の価値および企業の価値向上のため以下の

コンテンツ ・ソ リ ューションをご用意しております。 （ 検 討 中 の 内 容 も 含 む ）

環 境 省 重 点 対 策 加 速 化 事 業 2 0 2 5 年 度 申 請 は 不 採 択 で あ り ま し た が 、 引 き 続 き 、 協 議 会 事 務 局 と し て

採 択 を 目 指 し 、 長 野 市 と の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン を 継 続 し て ま い り ま す 。

CO2排出量可視化

分析サポート

• CO2排出量可視化による発信メリット紹介

• CO2排出量分析ポイントの紹介

• 協議会会員全体でのデータ集計および地域全体での

カーボンニュートラル実現への仮説策定

（データ連携ポータルを設置できた場合）

GXエンゲージメント

ディスカッション

モデル企業輩出

「わがまちカーボンクレジット

NAGANO」展開

• SBT（パリ協定が求める水準と整合した企業が設定する温室効果ガス削減目標）

CFP（カーボンフットプリント /商品の原材料調達から廃棄・リサイクルに至るまでの

商品・製品ごとのCO2排出量）、建築物ホールライフカーボンセミナー

J-CAT（建築物ホールライフカーボン算定ツール/Japan Carbon Assessment Tool for  

Building Lifecycle・国土交通省は２０２８年実施を目指す） 等の講習会

• Scope1削減の具体策実行(地域全体でのScope3削減）

アクセルトレーニング＝ 自動車発進時、「時速20kmまでに5秒かける”」取組の拡大

”アクセルトレーニング実施中”のステッカー等を作成し普及促進に繋げることを検討

• 経営課題解決のための脱炭素経営推進の

経営層の方々とのディスカッション（会員企業様へ個別訪問）

• CO2排出量削減ソリューション紹介

• 企業の脱炭素経営を浸透させるための役員・従業員向け

「GXセミナー」開催のご提案（無料）

• 経営戦略としての「脱炭素推進」が採用に好影響をもたらす

企業価値向上セミナー・ワークショップ開催

• 新卒社員と人事採用担当者をセットにしたセミナー・ワークショップ

も検討

・ 現代の大学生の価値観を知り、採用増＆売上UPにつなげる

• 長野県由来のカーボンクレジットを活用した地域経済活性化

および脱炭素推進を目的とした地域還元モデル。

• 商品・製品・サービスにデジタルデータとしてのカーボン

クレジットを付帯し、販売することが可能。販売プロモーション

としての利用が可能です。

• 消費者は「わがまちカーボンクレジットNAGANO]を企業に

寄付することで、 企業からのお礼として消費者が割引や

返礼品などの提供を受けられる仕組みとなっています。

人事採用セミナー

講習会実施

長野市内での

「GX推進循環」リード
（将来的な協議会事務局の事業化）

• 脱炭素に貢献する事業の価値を生みだす ＝ 事業の価値の可視化

「GX」 × 「レジリエンス（防災・BCP）」、 「GX」 × 「ヘルスケア」、

「GX」 × 「組織活性化（働き甲斐のある職場・女性の活躍推進）」etc.

その他の社会課題解決への貢献

• 脱炭素通じた価値の発信

協議会会員の宣伝・広告業をサポート。会員企業の発信力を高める活動を行う。

長野地域脱炭素実現推進協議会 提供コンテンツ
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長野市温室効果ガス排出量見える化・削減
支援事業補助金交付支援事業連携

協議会会員企業が参加できる体験会・
説明会＆カーボンクレジット講習会を検討

環境省認定制度「GX検定」

を割引提供

• GX検定は環境省認定制度です。

検定合格者は「環境省認定制度脱炭素

アドバイザー」を名乗ることが可能となります。

• https://share.hsforms.com/1A9fvIuLpRRWtfb

qHTu1jbw2mtef

• 脱炭素社会、サスティナビリティ経営時代の

共通リテラシーとして身につけておくべき内容

を網羅的に抑え、GXの体系的な基礎知識

を習得できます。

GX検定 割引での申込先



長 野 で の 地 域 脱 炭 素 推 進 が

企 業 の 価 値 と 地 域 の 価 値 向 上 に 繋 が り

住 む 人 来 る 人 ワ ク ワ ク す る 街 長 野 を 実 現 し ま す

お客様や社会の
“いつも”を支え、
“いざ”をお守りする。
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